
本 日 第１９８６回 ２０１１年１１月４日(金) No.１８７５

本日のプログラム Today's Program 卓話担当者：大嶋一二三君

点 鐘 卓 話 者：桜井雅博プログラム委員長

ロータリーソング 「君が代」・「奉仕の理想」 演 題：「新入会員との対談」

前 回 第１９８５回 ２０１１年１０月２８日(金) 記 録

○斉 唱：「我等の生業」

○ゲスト：尾張旭市教育委員会

教育長 玉置 基様

○来訪者：中部名古屋みらいＲＣ 菅井 径世君

○出席者：会員30名中23名出席 出席率76.68％

前々回補正出席率は10月11日分93.34％

△ 玉置教育長（左）森幹事（右）

会長あいさつ 西尾 輝久

「忘られぬ夏の高校野球名選手 」

昨日プロ野球のドラフト会議があった。中日ファン

としては高木次期新監督が見事３倍の抽選くじを引

き当て、１位指名の高橋内野手の指名権を得て就任

早々めでたい事が起きている。中日の今回の上位の

指名をみてみると東海地方の地元の選手が多く見ら

れるようだ、球団としても観客の動員、集客力を考

えての事だと推測する。近い将来新人が活躍する姿

を想像しようではありませんか。従来ドラフト制度

が出来てからもマッチングに関して少なからずトラ

ブルが起きていたが、ドラフトとは戦力の均衡と契

約金の高騰を防ぐために出来た制度であるので，た

とえ意にそわない球団から指名があったとしても、

現在のドラフト制度では選手は素直に従うべきだと

思う。ここで今までのプロ野球で活躍した金の卵で

ある高校生を名勝負順にあげてみると、１位は「ハ

ンカチ王子」こと斎藤投手と田中投手、２位は甲子

園のアイドル１号、悲運の太田投手、３位は超高校

級と言われた松坂大輔投手、４位はＰＬ学園のＫＫ

コンビ桑田、清原、５位は作新学院の「怪物」江川

投手、６位は早実、荒木と横浜、愛甲投手、７位は

５打席連続敬遠された星稜の松井秀喜、８位は東邦

の「バンビ君」坂本投手、９位は徳島商で現在タレ

ントの坂東英二投手・・・などなどがある。今後ど

んな素晴らしい選手が出てくるのか楽しみに来年を

待ちましょう。

幹事報告
・10/26 地区ﾛｰﾀﾘｰ未来委員会 於ガバナー事務所

大野ﾛｰﾀﾘｰ未来委員出席。

・本日の３分間スピーチ 箕輪 良孝君

・次回の会合：第８回理事役員会

・例会変更お知らせ：別紙

ニコボックス
○「クマともりとひと」イベントの広報のご協力あ

りがとうございました。当日のご参加もぜひよろし

くお願いいたします。（中部名古屋みらいＲＣ）

菅井 径世君

○結婚記念日を祝っていただき。

ロータリー財団月間

１１月１１日（金） １１月１８日（金） １１月２５日（金） １２月 ２日（金）

例 卓話担当者：ﾛｰﾀﾘｰ 職場例会 移動例会 卓話者：未定

会 財団委員会 担当委員会： 担当委員会：

予 卓話者：地区ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ補助金 職業奉仕委員会 新世代奉仕委員会 演題：｢地区大会参加報告｣

定 委員長 篭橋 美久君 於尾張旭市新給食ｾﾝﾀｰ 於愛知県立

演題：ﾛｰﾀﾘｰ財団月間に 旭野高等学校

因んで」



伊豆原浩二君、大竹 薫君

○家内の誕生日を祝っていただき。 大竹 薫君

○尾張旭市教育長の玉置 基様､よくいらっしゃいま

した｡卓話をよろしくお願いいたします｡西尾 輝久君

○玉置教育長様、よくおいで下さいました。卓話を楽

しみにしております。これからも 森 和実君

○玉置先生、お久し振りです。相変わらずお元気にご

活躍されておられることと拝察いたします。これから

も尾張旭市教育向上のために、ご尽力いただきますよ

う、よろしくお願いいたします。 丹羽 敏行君

○教育長 玉置 基様、本日はよくお越しいただきま

した。卓話を楽しみにしております。

飯田 幸雄君、井田 武憲君、大嶋一二三君

大竹 薫君、勝屋 弘忠君、唐井 仁一君

小柳 和之君、桜井 雅博君、谷口 伸夫君

古橋エツ子君、松原 樹君、箕輪 良孝君

○唐井さん、先日はありがとうございました。

古橋 裕志君

○丹羽先生に写真をいただき、ありがとうございまし

た。 大竹 薫君

○唐井さん、ありがとうございました。毎々の友情に

感謝いたします。 加藤 清久君

○お忙しの君 飯田 幸雄君

卓 話
尾張旭市教育長 玉置 基

「仲良しのムカデとがまがえるが、一緒にごちそ

うをこしらえて食べることになりました。がまがえ

るが米をとぎ……」。こうした話では、何故か、笑

わない子がいます。会話といえば、単語や省略した

言葉などで行っているためなのか、それとも、じっ

くり聞き、きちんと話していないからなのでしょう

か。家庭でも単語だけの会話など日本語が乱れてい

ませんか。美しい日本語を大事にすること言語活動

の充実に注目した教育を大事にしています。

さて、教育の課題について一般市民、保護者、

教員の３者に対する意識調査の結果をご覧ください。

これは県外のデータです。関心事項上位３課題は、

一般市民、保護者共に「家庭の教育力の低下」「い

じめなどの問題行動」「指導力不足教員」ですが、

教員では、１位の「家庭の教育力の低下」は同じで

すが、「不登校と学力の低下」が同率２位であり、

驚いています。教員がそう認識しているのは、自ら

指導不足を宣言しているようなものではないでしょ

うか。また、「家庭の教育力の低下」が第１位とな

っているのは、３者ともコミュニケーション不足を

感じておりながら、一般論として責任を保護者に押

しつけているのではないかと心配しています。しつ

けについても、一つ一つのことについて、何故そう

するかの説明がなされていないために、不思議な行

動をとってしまっていると思います。一方、近年注

目されています｢発達しょう害｣のある子どももいま

す｡｢今から三つの文字を順に示します｣｢朝｣｢아침」

｢歪んだ朝｣。２番目は、どんな文字でしたでしょう

か。発達しょう害の子どもは、知能の遅れもなく、

言語障害もないのに、視覚的な認識に問題があり、

朝と書いてあっても、ハングル語や歪んだ朝のよう

に、何か書いてあるという事実は分かるけれど、何

が書いてあるのか認識できない子がいるのです。質

問が終わる前に答え始める。順番を待つことができ

ない。他人を妨害し邪魔する。こうしたことがいけ

ないことであるということが理解できない子どもが

います。悪いという認識がないので、行動が改善さ

れなく、こうした極端な言動をとり続けてしまいま

す。こういう子どもが一人いて、その対応に追われ、

学級崩壊になったり、担任がその子ばかりに関わり

保護者から｢ひいき｣と言われたりして精神的に追い

込まれるケースがあります。ほんの一部をとらえて、

他人事のように、教育力の低下、指導力不足と評さ

れるのは、とても残念なことです。それ故、先のデ

ータのような３者の溝を無くする努力がお互いに必

要と思っています。また、教員の世代交代により新

規採用教員も増えてきています。そこで、本年度よ

り指導力の維持向上と学校力の低下を防ぐために、

大学の教授クラスの人をスーパーバイザーとして全

校にそれぞれ１名を派遣しています。この事業の特

徴は、１回の講演会ではなく、教授の都合もありま

すが最低でも年間４回は来てもらい、実際に授業を

見てもらい指導してもらっています。

次に、言葉の大切さについて話します。将棋の

内藤国雄さんは、対局に負け、昇段の夢が破れ、し

ょんぼりして家に帰ってきたとき、寝ずに待ってい

てくれた母親の一言｢負けてもかまへん。相手の人

が喜んではる｣がすごく有り難かったと言います。

世界中の誰よりも我が子の勝利を願っている母。そ

の母の言葉だけに心が広く、和やかになって救われ

たそうです。｢今度は、頑張って｣の余分な一言がな

かったことがよかったのです。私たちは、励ましの

つもりで、ついつい｢今度は、頑張って｣と言ってし

まいます。これが子どもの心を傷つけてしまいます。

この｢今度は……｣は、｢やっぱり勝ってほしかった｣

につながる言葉なのです。ひと言の奇跡は、よい意

味でも悪い意味でもその影響力は大きいのです。

こんなとき、皆さんならどう言いますか。｢妻

が高熱を出して寝込みました。翌朝、出勤前、起き

ようとする妻に夫が優しく言いました。『いいよ。

いいよ。ゆっくり寝てなさいよ。夕食は、外で食べ

てくるから……』｣分かっていませんね。また、朝

出掛けに、奥さんから｢ねえ、あなた、今日の夕食

何がいい｣と言われたら、どう返事をしますか。｢う

ん、何でもいいよ｣は最悪です。

おわりに、｢朝」｣いう字は、十月十日とも読み

ます。人間が生まれるまでにかかる日数のことです。

毎朝、新しい命をもらって生まれているのです。

今日一日を大事に、そして今日の出会いを大切にし

ます。ありがとうございました。


